
「地域福祉」のワークショップを行いますが、
「地域福祉」って言われるとハードルが高すぎるので
「地域づくり」と置きかえて、お茶を飲みながらワイワイ話す
「おしゃべり会」をやってみたいと思います

とき▶第１回▶10月25日㈯午前10時から　　　  
        テーマ▶ 桶川の「魅力発見」
　　　第２回▶11月15日㈯午後2時から
　　　テーマ▶ 桶川の「困りごと発見」
        ※どちらかのみの参加でも可
ところ▶地域福祉活動センター世代間交流スペース（末広2-8-8)

桶川市では、令和７年３月に「共に支え合いいきいき
と暮らせる桶川」を基本理念とした「第二次桶川市
地域福祉計画」を策定し、皆様のご意見を参考にし
ながら地域福祉を推進しています。

詳しくは至人権・男女共同
参画課☎788－4907

対象▶市内在住・在勤・在学の人
定員▶20人【応募者多数の場合は抽選】
ファシリテーター▶東洋大学教授　藪長千乃さん
申込み▶�10月15日㈬までに、電話、メール、または直接、

社会福祉課または地域福祉活動センターへ。

キッズスペースや臨時保育が
ありますので、お子さんと一
緒に参加できます。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

桶川出身のお茶博士 辻村 みちよ
　辻村みちよ博士は、お茶に含まれる「カテキン」を発見した日本初の女性農学博士です。博士は、教師
から研究者の道に進み、数々の研究を重ねて、1929年、ついに世界で初めて茶の渋み成分である「カテキ
ン」の発見に成功しました。
　博士の研究に没頭する深い情熱と熱意を物語るエピソードとして、関東大震災の際に「実験に使う化学
天秤だけを抱えて建物の外に飛び出した」という記録が残されています。
　辻村みちよ博士の功績は、女性が化学の最前線で活躍できる道を切り拓き、
今日の女性活躍の礎となっています 。

女性活躍の先駆者である辻村みちよ博士を食育を通して
知ってもらうと共に、郷土愛と男女共同参画意識の醸成を
目的として、お茶にちなんだメニューを提供します。
実施日▶９月１7日㈬　メニュー▶魚のお茶フライ

さまざまな困難を乗り越え、自らの道を切り拓いた博士
をパネル展で紹介します。
と 　き▶９月１日㈪～30日㈫
ところ▶市役所２階 男女共同参画コーナー「アソシエ」

辻村みちよ 生誕月 パネル展
市内小・中学校で

「辻村みちよ給食」 を実施します

９月は
生誕月

ワークショップには、市民だけでなく、市外在住の大学生が参加します。「内から見た桶川」と「外から見た桶川」
の２つの視点から、桶川の魅力や課題について探ります。新たな“気付き” があるかもしれません。

詳しくは至社会福祉課☎788－4933　地域福祉活動センター☎729－8378

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信
桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信
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